
 

 

 

 

 

        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

皆さんの様子 
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ことぶき新報 

 先日は、ことぶき園に入所しておられた A さんが亡くなられました。家族の希望で病院ではな

く、ことぶき園で自然な看取りを望まれました。最期は娘さんに看取られながら静かに永眠されま

した。 
 多くのアンケート調査で「最期は何処で亡くなりたいか」と問われると６割ほどが「自宅で」と

答えられるそうです。かつて日本では自宅で亡くなるのが当たり前でした。1951 年には自宅死が

82.5％、病院死は 11.7％でした。それが自宅死がどんどん減り、その減少分が病院死の増加とな

り、25 年後の 1976 年には病院死が自宅死を上回りました。そして 2005 年には病院死が 82.5％に

達しました。それが変化してきたのが 2006 年以降です。 
病院死の割合が少しずつ減少した原因は、高齢者施設での「看取り」が進んだためと考えられま

す。2005 年にはわずか 2.8％でしたが、2016 年には 9.2％にまで伸びています。施設死が増加し

た原因として本人や家族の願いであったり在宅医療の推進が考えられますが、2006 年度からの施

設での「看取り介護加算」制度が国の事業として設けられた事も影響していると思われます。 
入居者の家族から看取り同意書をもらい、介護計画を立てて、スタッフ体制をとると介護報酬と

して加算収入が施設に入ります。死亡日は 12,800 円、死亡日の前日と前々日は 6,800 円、死亡日

以前の 4 日から 30 日までは、1 日につき 800 円です。（入所者負担はこの 1 割から 3 割） 
私は、この「看取り介護加算」について疑問に思います。人はみな死を迎えます。自宅や病院で

亡くなる時には、お金がかからないのに、どうして施設で亡くなる時に計画を立てられ、お金が発

生するのでしょうか。住み慣れた施設で静かに死を迎えたいと願っておられる方にとって当然のこ

とであり普通のことではないでしょうか。施設死への誘導にお金が介在するのは人間存在への冒涜

とさえ思います。 
 ことぶき福祉会では、看取り制度開始以来この加算は取り入れていません。制度だからと流され

ず、間違っているのではないかと思う事など、現場で働く私たちが声を上げ、信念を持って日々努

力していこうと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 先日、ことぶき園の職員会議の中で介護現場における「手順書」というもの

が話題に上がりました。手順書とは利用者に提供するサービスの流れを職員が

把握するためのものであり、当福祉会では作成していませんが、研修などにお

いて作成することを推奨し、多くの事業所で用いられているようです。例えば

訪問介護手順書の作成例を見てみると、「チャイムを押して入室」に始まり、「挨

拶しながら体調確認」と続き、「洗濯たたみの声掛け、見守り（満足感が得られ

るように）」またこの項目に関して、「飽きないように、時には感謝の言葉をか

ける、手の動きや速さを観察」という特記もあり、驚くほど事細かに手順が示

されていました。 
 もちろん医療的な留意事項、本人の希望していることなどケアにおいて周知

しなければならないことはそれぞれにあります。しかしそれとは別に「挨拶を

しながら体調確認」などとわざわざマニュアルに示す必要があるのでしょうか。

自分がサービスを受ける立場であったならば、決まっているから、マニュアル

で示されているからという態度で支援を受けたいとは思えません。そもそも手

順書が何のために必要かということについて調べてみると、『「ムリ」「ムダ」「ム

ラ」』の３ムを追求し、安全の確保と効率的な作業を行う』といったことが述べ

られていましたが、効率性を上げるということは即ち平均化、標準化すること

だと思っています。それは果たして人と人とが交わる現場においてふさわしい

態度であるかどうかを考え、見直すべきではないかと思います。 
 フランスの思想家パスカルの「人間は考える葦である」という有名な言葉が

あります。人間が自然の中においては弱い存在であるが、思考することができ、

そこに人間の偉大さや尊厳があるといったことを表したものです。わたしたち

は考えることで喜びを得られる存在であるはずです。考える力・機会を奪うよ

うなマニュアルケアでは福祉の本質を見失うと思います。「ただ淡々と流れ作業

的にこなしていく介護職員」であってはならないと思います。介護保険制度で

かかげる「利用者主体」という理念は、利用者の要望や願いに即座に応えるこ

とができて初めて実になるのではないでしょうか。何ができるかを支援者は考

える喜びを得られること、また「利用者主体」が本来の意味で叶えられるとい

ったことは現場に裁量権があってこそだと思います。わたしたちは利用者の安

心と豊かな暮らしを実現するためにもマニュアルケアを脱し、現場に裁量権を

取り戻す努力をしていかなければならないと思います。そのためにもまずは私

自身が一人ひとり、その場その場にどう対応していくかを真摯に考え、専門職

として自覚と誇りを持った職員となるよう努力を続けたいと思います。 

 


